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そしてさらにスクロールし続
つづ

けました。
「ジャネリン！ 絵

え

をかかない？」妹
いもうと

の
ジョジョが紙

かみ

をひらひらさせました。
ジャネリンはちらりと目

め

を上
あ

げまし
た。「今

いま

はやめておく。」
「分

わ

かった。」ジョジョは顔
かお

をしか
めて，紙

かみ

を下
した

に置
お

きました。
スクロール。またスクロール。さ
らにスクロール。かわいい動

どう

物
ぶつ

の
動
どう

画
が

。有
ゆう

名
めい

人
じん

の動
どう

画
が

。ダンスをす
る子

こ

たちの動
どう

画
が

。見
み

るのはよくな
いと分

わ

かっている動
どう

画
が

もいくつか
ありました。いいえ，「いくつか」

よりももっと多
おお

かったかもしれ
ません。ジャネリンは見

み

るのを
やめるべきだと感

かん

じ始
はじ

めました。
でも，良

よ

いものだってたくさん
投
とう

稿
こう

されているから，と思
おも

いまし
た。いくつかの動

どう

画
が

から，絵
え

をか
く新
あたら

しい方
ほう

法
ほう

だって学
まな

んだことが
あるのです。

「ジャネリン」とお母
かあ

さんがよびまし
た。
「ん？」今

こん

度
ど

は，ジャネリンは目
め

を上
あ

げ
ることもしませんでした。
「今

こん

夜
や

はシーフードのチャーハンよ」
とお母

かあ

さんが言
い

いました。「作
つく

るのを手
て

伝
つだ

ってくれる？」
ジャネリンはシーフードのチャーハン

が大
だい

好
す

きでした。でも，今
いま

すぐ起
お

き上
あ

が
りたくありません。
「テーブルのじゅんびだけでもいい？」

とジャネリンはたずねました。「あとで
お皿

さら

もあらうから。」
「いいわよ」とお母

かあ

さんが答
こた

えました。
「でも，たのんだらすぐにテーブルのじゅ
んびをしてね。そして，そのときは携

けい

帯
たい

電
でん

話
わ

を返
かえ

す時
じ

間
かん

よ。いい？」
「いいわ」とジャネリンは言

い

いました。

シャーロット・ラーカバル・�
スピークマン
（ほんとうにあった話

はなし

をもとに書
か

かれました）

このお話
はなし

はマレーシアでの出
で

来
き

事
ごと

です。

ジャネリンが携
けい

帯
たい

電
でん

話
わ

の画
が

面
めん

を親
おや

指
ゆび

でスワイプすると，動
どう

画
が

が次
つぎ

々
つぎ

に
あらわれました。いったん止

と

まって一
ひと

つ
動
どう

画
が

を見
み

て，それからまたスクロールし
ました。そしてまた別

べつ

の動
どう

画
が

で止
と

まりま
した。悪

わる

い言
こと

葉
ば

がたくさん出
で

てきました
が，面

おも

白
しろ

かったので，そのまま見
み

ました。

スクロールを 
やめる 

ジャネリン
次
つぎ

の動
どう

画
が
を見

み
たくて 

たまりませんでした。 

その次
つぎ

のも。その次
つぎ

のも。
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ジャネリンは動
どう

画
が

を見
み

続
つづ

けました。そし
てまた，見

み

るべきではないと感
かん

じました。
でも，次

つぎ

の動
どう

画
が

を見
み

たくてたまりません。そ
の次

つぎ

のも。その次
つぎ

のも。スクロール。さら
にスクロール。やめることができません！
ついにジャネリンは携

けい

帯
たい

電
でん

話
わ

を下
した

に置
お

きました。最
さい

後
ご

にもう一
ひと

つだけ動
どう

画
が

を見
み

てもいいのではないでしょうか……。
いいえ，とジャネリンは自

じ

分
ぶん

にきっぱり
と言

い

いました。せいれいのうながしを受
う

け
ていたジャネリンは，耳

みみ

をかたむけたいと
思
おも

ったのです。ジャネリンの手
て

はまだ携
けい

帯
たい

電
でん

話
わ

の近
ちか

くにあります。なんと強
つよ

いゆうわ
くでしょう！ ジャネリンは目

め

をぎゅっとつ
むりました。
愛
あい

する天
てん

のお父
とう

様
さま

，とジャネリンは心
こころ

の
中
なか

でいのりました。せいれいに耳
みみ

をかたむ
けようとがんばっていますが，助

たす

けが必
ひつ

要
よう

です。動
どう

画
が

を見
み

るのをやめたいのですが，
その方

ほう

法
ほう

が分
わ

かりません。イエス・キリス
トの御

み

名
な

により，アーメン。
ちょうどそのとき，お母

かあ

さんがテーブル
のじゅんびをするように声

こえ

をかけました。
ジャネリンはぱっと立

た

ち上
あ

がってほほえみ
ました。それは電

でん

話
わ

からはなれる一
ひと

つの
方
ほう

法
ほう

だったのです。
ジャネリンはお皿

さら

をテーブルにならべ
ました。「お母

かあ

さん，携
けい

帯
たい

電
でん

話
わ

で良
よ

くない
ものを見

み

てしまったの」とジャネリンは思
おも

わず言
い

いました。
お母

かあ

さんは料
りょう

理
り

から目
め

を上
あ

げて言
い

いま
した。「どんなもの？」
「悪

わる

い言
こと

葉
ば

とか，悪
わる

い動
どう

画
が

とか。」ジャネ
リンはかたをすくめました。「でも，そん
なに悪

わる

いわけでもないかな。」
「良

よ

くないものを見
み

たとき，あなたはどう
したの？」お母

かあ

さんが聞
き

きました。
ジャネリンはしばらくだまったまま，そ
れぞれの場

ば

所
しょ

にコップを置
お

きました。

「そのまま見
み

ていた」とジャネリンは
答
こた

えました。「どうしてだろう。でも，
せいれいがやめるように言

い

われたので，
助
たす

けを求
もと

めていのったの。」
お母

かあ

さんは湯
ゆ

気
げ

の立
た

つシーフード
チャーハンをテーブルの上

うえ

に置
お

きまし
た。「時

とき

々
どき

，良
よ

くないと分
わ

かっていても，
やめるのがほんとうにむずかしいことが
あるわ」とお母

かあ

さんは言
い

いました。「そ
んなとき，わたしたちができるいちばん
良
よ

いことは，いのることよ。」
ジャネリンはにっこり笑

わら

いました。
「じゃあわたしは正

ただ

しいことをしたの
ね。」
「そのとおり。」お母

かあ

さんはテーブルに
置
お

くスプーンをジャネリンに手
て

わたしま
した。「そして，インターネットがすべて

悪
わる

いわけではないのよ。友
とも

達
だち

とつなが
り，知

ち

識
しき

を分
わ

かち合
あ

うのに役
やく

立
だ

つわね。
でも，すべての悪

わる

いことから遠
とお

ざかるの
がむずかしいこともあるの。これから
は，動

どう

画
が

を見
み

るときはいつも一
いっ

緒
しょ

に見
み

ま
しょう。そうすることで，もし何

ない

か悪
わる

い
ものを見

み

たらお父
とう

さんやわたしが助
たす

ける
ことができるから。」
ジャネリンはうなずきました。次

つぎ

は，
ジャネリンはお母

かあ

さんやお父
とう

さんと一
いっ

緒
しょ

に動
どう

画
が

を見
み

ることでしょう。でもそれま
でに，携

けい

帯
たい

電
でん

話
わ

なしでできる楽
たの

しいこと
がたくさんあります。
「みんなに夕

ゆう

食
しょく

の時
じ

間
かん

だと言
い

ってもら
える？」お母

かあ

さんが言
い

いました。
「うん！ そして夕

ゆう

食
しょく

の後
あと

は，ジョジョと
一
いっ

緒
しょ

に絵
え

をかくの！」●


